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はじめに 
 
 この取扱説明書は XP10□空空ポジショナの動作原理および調整、作動の変更、保守などの際

に必要な事項を記載しています。XP10□空空ポジショナの取扱い、保守にあたっては、前もって

本書をご一読してください。また、YKV の調節弁については、それぞれの取扱説明書をご参照く

ださい。 
 

 

 XP10□空空ポジショナは、計装用制御機器です。ポジショナの取扱い、保守、点検は、十分

な資格を備えた熟練技術者により実施してください。 
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１．取扱い上の注意事項 
 

１．１ 開梱にあたって 
 

 この XP10□空空ポジショナは工場で十分な検査を行った上で出荷されております。以下の点

について、確認を行い、問題のある場合は弊社へご連絡ください。その際、形名および製造番号

も合わせてお知らせください。 
(1) ポジショナ本体の外観をチェックし、損傷の無いことをご確認ください。 
(2) 本体上部の銘板に形名および概略仕様が記載されています。「2．3 形名およびコード」を

ご参照の上、ご注文の仕様どおりであることをご確認ください。 
(3) 「2．5 付属品」をご参照の上、正しく付属品が添付されていることをご確認ください。 

          
 図 1．1 銘板/シリアルプレート 

   MODEL 欄記載内容 
     XP10□－□ □ □／□   
                    特殊コード 
     塗装コード 
     空気接続口コード 
     出力オリフィス径コード 
     形名コード（2.3 項参照） 
 

項目 刻印記号 仕様 
出力オリフィス径コード L Φ5.0 

M Φ2.0 

S Φ1.4 

空気接続口コード J Rc 

A NPT 

塗装コード E エポキシ樹脂焼付塗装 
U 上記以外 

特殊コード 
（標準品の場合、刻印なし） 

R 高速型 
Z 特注対応品 
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２．概    要 
 
 XP100 シリーズ空空ポジショナは調節計の空気圧力信号を受け、空気作動調節弁を動作させる

働きをします。調節弁開度の変位をフィードバックするので、入力信号に対して正確な変位が得

られます。 

 

２．１ 標 準 仕 様 
 本 体 材 質 ：アルミダイカスト 
 取 付 方 式 ：リニアタイプ ヨーク取付 

ロータリータイプ トランスファーケース取付  
空気接続口 ：Rc1/4（圧力計 Rc1/8） 

オプション： 1/4 NPT（圧力計 1/8 NPT） 

 塗   装 ：カバー/シーモスグリーン、ベース/ダークグレー 
エポキシ樹脂焼付塗装 

 
 供給空気圧と出力圧力計レンジの関係 ：下表のとおり 
                              （単位：MPa） 

 単動形 復動形 

供給空気圧 0.14 0.4 0.2 ～0.3 0.3 ～0.7 

入力信号 20～100 (kPa) 20～100 (kPa) 

入力圧力計レンジ 0～200 (kPa) 0～200 (kPa) 

出力圧力計レンジ 0～0.2 0～1.0 0 ～0.4 0～1.0 

 
 入出力動作  ：入力信号増加で出力空気圧(OUTPUT 1)増加 
  スプリットレンジ ：レンジの 1/2 スプリットまで可能 
 ストローク  ：リニアモーション  10～203 mm 
         ロータリーモーション 60～90° 

 カム特性   ：リニア特性/近似イコールパーセント特性 
 空気消費量  ：供給空気圧 0.4 MPa、出力圧力 75%のとき 14Nl/Min. 
 周囲温度   ：標準用 -20～83℃ （周囲温度コード S） 

                  低温用 -50～60℃ （周囲温度コード L） 

           高温用  0～100℃ （周囲温度コード H）  

構   造  ：防塵・防滴 IP65（IEC529-1989） 
 重   量  ：1.6 kg 
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２．２ 性    能 
 XP101 XP102 

リニアリティ(±%) 2.0 1.5 

ヒステリシス (%) 1.0 1.0 

繰返し性(%) 0.5 0.3 

感度(%) 0.5 0.2 

供給圧力変動 (%/MPa) 0.3/0.01 0.2/0.01 

姿勢誤差 10°/90°(%) 0.2/4.0 

耐震性 1%/1G 

最大空気処理量 (NL/min.) 370 (供給空気圧 0.4 MPa, OUTPUT1:開放時) 

 

２．３ 形名およびコード 
形 名 仕様コード 仕 様 

XP102 

XP101 

･･････････････････ 

･･････････････････ 

リニアアクチェータ用一般形電空ポジショナ 

ロータリーアクチェータ用一般形電空ポジショナ＊1 

供給空気圧 -D1 

-D2 

-S1 

-S2 

････････････ 

････････････ 

････････････ 

････････････ 

0.2 ～ 0.3 MPa （複動形アクチェータ用） 
0.3 ～ 0.7 MPa （複動形アクチェータ用） 

0.14 MPa（単動形アクチェータ用） 

0.4 MPa（単動形アクチェータ用） 

周囲温度  S 

L 

H 

････････ 

････････ 

････････ 

-20 ～ 83℃ 

-50 ～ 60℃ 

0 ～ 100 ℃ 

レバーの種類   1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

･････ 

･････ 

･････ 

･････ 

･････ 

･････ 

･････ 

リニア用ストローク長さ 10 ～ 40 mm  
リニア用ストローク長さ 41 ～ 76 mm) 

リニア用ストローク長さ 77 ～ 102 mm)  
リニア用ストローク長さ 103 ～ 203 mm  
ロータリーアクチェータ 25SQ（レバー長さ 89 mm）  
ロータリーアクチェータ 50SQ（レバー長さ 108 mm） 
ロータリーアクチェータ 100,200SQ（レバー長さ 129 mm） 

カム特性＊2/ 

正逆作動 

  LR･･ 

LD･･ 

ER ･ ･

ED･･ 

リニア特性/逆動作、ロータリー弁標準＊3 

リニア特性/正動作、ロータリー弁特殊 

近似イコールパーセント特性/逆動作、ロータリー弁標準 

近似イコールパーセント特性/正動作、ロータリー弁特殊 

オリフィス径 -S 

-M 

-L 

φ1.4 

φ2.0 

φ5.0 

付加仕様コード/□ 付加仕様欄参照 

＊1) XP101 ロータリーアクチェータ用空空ポジショナは YKV の SV, VV 形ロータリー弁 
専用のデザインです。 
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＊2) カムはポジショナの形名によって、リニア用またはロータリー用のいずれか 1 枚が標準装備 

されます。この 1 枚のカムでカム特性、正逆作動を自由に変更できます。 

この仕様コードは出荷時のカムの組付け、調整を指定するものです。特に指定のない場合は 

リニア特性/逆作動、ロータリーアクチェータ標準(LR)とします。 

＊3)  ロータリー弁で信号断作動と空気源断作動が同一の場合、標準カムを使用し、信号断作動と 

空気源断作動が逆の場合、特殊カムを使用します。 

 

２．４ 付 加 仕 様 
1. 空気および電気配線接続口変更  (1/4, 1/2 NPT) ･･ 付加仕様コード  NPT 
2. 圧力計目盛変更          (PSI) ･････････ 付加仕様コード  SC1 
                                     (kPa) ･････････ 付加仕様コード  SC2 
                                     (Bar) ･････････ 付加仕様コード  SC3 
3. クリーナ付 ････････････････････････････････････････ 付加仕様コード  CL1 
 

 

２．５ 付 属 品 
品名 XP101（ロータリー用） XP102（リニア用） 

フィードバックレバーA 1* 1* 

伝達ピン  1 

ナット  1 

SL ナット  1 

 
      ＊）仕様によりフィードバックレバー A の形状、長さが異なります。 
       詳細は、3．1 外形寸法(3)フィードバックレバーA をご参照ください。 
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２．６ ユニット構成 
 

 
図 2．1 XP10□のユニット構成 
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３． 取 付 け 
 

３．１ 外形寸法図 
(1) XP102 リニアアクチェータ用                    単位：mm 

図 3．1 
 

 (2)  XP101 ロータリーアクチェータ用                    単位：mm 

図 3．2 
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(3) フィードバックレバーA 

 
単位：mm 

レバーの種類/駆動部ス

テム ストローク長さ 
仕様 

コード 

A B C D E F 

リニア用 10～40 mm 1 58 20 12 40 6 26.5 

リニア用 40～76 mm 2 107.5 18 30 70 7.5 14.5 

 
単位：mm 

レバーの種類/駆動部 

ステム ストローク長さ 
仕様 

コード 

A B C D 

リニア用 76～102 mm 3 141 33 101 7 

リニア用 102～200 mm 4 150 38 94 9 

      連結レバー：連結レバーはリニア用（100～200 mm）にのみ使用します。 

 

図 3．3 リニア用フィードバックレバー外形寸法図 
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単位：mm 

レバーの種類 シリンダアクチェータ

サイズ 
仕様 
コード 

A 
(mm) 

ロータリー用  
89 mm 

Standard 25 
Short 50 

5 89 

ロータリー用  
108 mm 

Standard 50 
Short 100 

6 108 

ロータリー用  
129 mm 

Standard 100 
Short 200 

7 129 

 

     ＊ YKV ロータリー弁（ShearStream, Valdisk）へ取付ける場合、 
シリンダアクチェータのサイズによってレバーの種類が異なります。 

図 3．4 ロータリー用フィードバックレバー外形寸法図 
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３．２ 取 付 け 
(1) XP102 リニアアクチェータ用空空ポジショナ 
① 調節弁の駆動部にポジショナを取付ける前に、弁の作動およびその特性に対応したカムとフ

ィードバックレバーA がカムシャフトに取付いていることをご確認ください。カム特性の選択、

カムの組立については「6． 保守および調整」をご参照ください。 
 フィードバックレバーA の選定は駆動部ステムのストローク長さによります。「3． 外形寸法

(3) フィードバックレバーA」をご参照ください。 
② 駆動部と XP102 ポジショナに応じたブラケットを準備し、M5 ねじ 3 本で確実に取付けてく

ださい。 

 

図 3．5 リニアアクチェータへの取付 
 

③ 駆動部ステムにクランプとフィードバックレバーB を仮止めしてください。 
④ フィードバックレバーA に伝達ピンをナットで取付け、フィードバックレバーB と結合して

ください。伝達ピンの取付け位置は駆動部ステムのストローク長さによって決めます。 
 フィードバックレバーA の目盛で見当をつけて、伝達ピンを固定してください。 
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フィードバックレバーA：1 および 2 

 

フィードバックレバーA：3 および 4 

 

図 3．6 フィードバックレバーの結合 
 

⑤ ポジショナの配管終了後、レバー取付け角度を調整します。出力空気圧が 50%信号相当にな

るように設定した後、駆動部ステムが規定ストロークの半分の位置になるように調整します。

この状態でクランプまたはブラケットを上下させ、フィードバックレバーA と B が駆動部ステ

ムと直角になる位置にあわせクランプを駆動部ステムに固定します。レバー取付け角度の不良

はリニアリティに影響します。「6．8 リニアリティの調整」もご参照ください。 
 

駆動部ステム 

ステムクランプ 

フィードバックレバーＢ 伝達ピン フィードバックレバーＡ 

フィードバックレバーＡ 伝達ピン フィードバックレバーＢ 

駆動部ステム 

ステムクランプ 
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図 3．8 フィードバックレバーの取付角度 
 

(2) XP101 ロータリーアクチェータ用空空ポジショナ 
① YKV ロータリー弁にポジショナを取付ける前に、弁の作動およびその特性に対応したカム 

とフィードバックレバーA がカムシャフトに取付いていることをご確認ください。カム 
特性の選択、カムの組立については「6． 保守および調整」をご参照ください。 

   フィードバックレバーA の設定はシリンダーサイズによります。「3． 外形寸法(3)フィー 
ドバックレバーA」をご参照ください。 

② アクチェータのレバーアームに付いている伝達ピンにフィードバックレバーA のすり割り 
を通し、そのまま外さないように注意しながら、ポジショナを M5 ねじ 2 本で確実に取付

けてください。（図 3.5 参照） 

 

図 3.7 ロータリーアクチェータへの取付 

ステムクランプ 

駆動部ステム 

フィードバックレバーＡ 

フィードバックレバーＢ 

XP102空空ポジショナ 直角 
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４． 空気配管 
 

４．１ 空気配管 
 

(1) 空気配管接続口は、ご指定に応じて Rc1/4 または NPT1/4 となっています。空気漏れがない

よう正しい継手で接続してください。 
(2) 配管内は十分パージして切粉、異物が混入しないようご注意ください。 
(3) 供給空気は除湿、除塵された清浄なものをご使用ください。 
(4) 配管方法は図 4．1 および図 4．2 をご参照ください。 
 

XP10□-S1 単動用 

  

図 4．1 
 

XP10□-D1/2 複動用 

  

図 4．2 
 
 

作動：入力信号増でステム下降 

VEH-0009-4 



14 

５．操    作 
 

５．１ オート/マニュアル切換え 
 

(1) 自動運転 
  入力信号(20～100 kPa)でポジショナを自動運転する場合は、A/M セレクタのねじを矢印の A

方向に止まるまで回します（出荷時はオートに設定してあります。通常はこの状態でご使用く

ださい。 
 

(2) マニュアル運転 
  マニュアルで運転する場合は、A/M セレクタのねじを矢印の M 方向に約 1/4 回転ほど回しま

す。この状態で、ポジショナの供給空気圧が OUT 1 にそのまま出力されますので、供給空気圧

減圧弁を加減することによって駆動部のマニュアル運転ができます。ただし、単動で OUT 2 を

使用する場合や複動の場合は使用できません。 
 

５．２ クリーナ付オリフィス 
 

  クリーナ付オリフィス（オプション）が付いている場合、赤色のクリーナノブを数回押すだ

けでノズル背圧用固定絞りの目詰まりを簡単に掃除できます。 
  ポジショナに供給空気圧を与えた状態でクリーナノブを押して下さい。 

 

 クリーナノブを押すと、ポジショナの出力 OUT 1, OUT 2 が一時的に急変します。プラント

が稼動しているときにこれを行いますと、プロセスへ外乱を与えることになりますのでご注意

ください。 

 

 
図５．１ パイロットリレーユニット 
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６． 保守および調整 
 

６．１ カムの種類と記号 
 

 標準装備の１枚のカムでリニア、近似イコール％の特性選択ができます。バルブの作動および

特性に応じてカム特性を選択して下さい。 

記号 仕様 

C ･････････････････ カム 

駆動部モーション 1 
2 

････････････ 
････････････ 

リニアモーション 

ロータリーモーション（対向レバー） 

特 性  
 

-L 
-E 

･･･････ 
･･･････ 

リニア 

近似イコール％ 

作 動   D･････ 
R･････ 

正作動* 

逆作動 

      ＊ 正作動とは入力信号増加でステムが下降する駆動部、逆作動 
      とは入力信号増加でステムが上昇する駆動部をいいます。 
 

リニアモーション 

XP102 

 
C1-□D                      C1-□R 

ロータリーモーション（対向レバー） 

XP101 

 

 
C2-□R 

 

注） 
  駆動部からのフィードバックの取り方でカムの種類が異なります。 
 正しく選択しないとリニアリティが出ません。 

図 6．1 
 
 
 
 

VEH-0009-4 



16 
 

記号 

カム仕様 

駆動部 

モーション 
特 性 

カム角度/ 

駆動部 

適正 

駆動部* 
カム面 

C1-LD 
C1-ED 
C1-LR 
C1-ER 

リニア 

リニア 

近似イコール％ 

リニア 

近似イコール％ 

45° 

10～ 200 mm 

正作動 

正作動 

逆作動 

逆作動 

表面利用 

表面利用 

裏面利用 

裏面利用 

C2-LD 
C2-ED 
C2-LR 
C2-ER 

ロータリー 

リニア 

近似イコール％ 

リニア 

近似イコール％ 

45°/90° 
45°/90° 
45°/90° 
45°/90° 

正作動 

正作動 

逆作動 

逆作動 

表面利用 

表面利用 

裏面利用 

裏面利用 

 

６．２ カム特性の選択 
 

(1) カム特性 
  リニア特性のカム(LD, LR)を選択すると、ポジショナ入力信号と駆動部ストロークがリニア

の関係になります。 
  近似イコール％特性のカム(ED, ER)を選択すると、ポジショナ入力信号に対して駆動部スト

ロークの変化は近似的にイコール％の特性となります。 
 

 

操作部ストローク（％） 
図 6．2 カム特性 
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(2) カムの選択箇所 
  カムの表面は、正作動用のリニア特性と近似イコール％特性となっています。カムの裏面は

同様に逆作動用です。 
  カムの表面とはポジショナ内部より見た面をいい、裏面とはポジショナの外部から見た面を

いいます。 
  カムの各特性には 0%（基線）、50%（リニア特性のみ）、100%の目盛が刻印されています。 
 

 
（正作動用カム） 

 
（逆作動用カム） 

図 6．3 カムの表と裏 
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６．３ リニアアクチェータ用カム(C1)の組立 
 

(1) 角ボスをセットします。 
  カムシャフト外側の角ボスをホルダー取付座面

と平行にセットします（図 6．4）。 
(2) ホルダーを反対に向けます。 
  ホルダーユニットを 180°反転します。カムシ

ャフトには八角形のボスがあります。ホルダーに

テンションスプリングを装着し、スプリングの端

末をスプリング掛にセットしてください（図 6.5）。 
(3) カムをカムシャフトに挿入します。 
  使用するカム面を図 6．6 のように左側に向け、

50%線を水平にしてカムシャフトの八角ボスへ

はめ込みます。 
  イコール％カムの場合は 50%線がありませんの

でリニア特性カムの 50%線を利用します。この

ときの 50%線は図 6．7 のように垂直位置になり

ます。 

 
図 6．7 

(4) カムを回します。 
  カムの 0%線の近くに長方形の穴があり、この長

方形の穴がホルダーのスプリング掛と同じ位置

になるようにカムを回します。（図 6．8） 
(5) カムホルダーを装着します。 
  カムホルダーの先端のアーム部をカムの長方形

穴へ挿入します。このアーム部がテンションス

プリングのフックの間に入るようにします。こ

のときカムシャフトが後方へ抜け出さないよう

指でカムシャフトの後を押えてください。きち

んと入ったことを確認してさら座金付ナットを

装着します。（図 6．8） 

 
図 6．4 

 

図 6．6 
 

 

図 6．8 
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(6) カムシャフトユニットを取付けます。 
  組立完了したカム＆シャフトユニットをポジショナに組み込みます。このときレンジアジャ

ストメントユニットの先端のベアリングを傷めないようアームを指で持ち上げて装着してくだ

さい。また、ユニットを裏返しに取付けないでください。（図 6．9） 
 
            指でアームを持ち上げてカム＆シャフトユニット 
            を装着します。 
 

 

図 6．9 

６．４ ロータリーアクチェータ用カム(C2)の組立 
 

 フィードバックレバーA とカムを図 6．10 のように直接取付けてください。 

 
図 6．10 ロータリーアクチェータ用カムおよびレバー 
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６．５ ゼロ点調整 
 

(1) 入力信号をストローク・スタート信号(20 kPa)に設定し、ゼロアジャストメントノブを時計

方向または、反時計方向に指で回して調整します（駆動部の 100%または 0%の位置にストッパ

ーまたは弁シートがある場合は 10%または 50%の位置で調整する方が楽です。） 

 
図 6．11 ゼロアジャストメントユニット 

(2-1) 駆動軸がスタートしはじめるときの入

力信号が 0%より低い値のとき、反時計方

向に回します。 

(2-2)  駆動軸がスタートしはじめるときの入

力信号が 0%より高い値のとき、時計方向

に回します。 
(3) 弊社のポジショナは全機種出力圧力計が付いていますのでゼロ点調整のとき、駆動部のスト

ロークだけでなく出力圧力も含めての調整をおすすめします。 
 

全閉時の出力圧力（参考） 
 

正作動 コントロール重視 Out 1> Out 2>0 レンジ調整
にて実施 タイトシャット重視 Out 1 ≒供給圧力、Out 2 = 0 

逆作動 コントロール重視 Out 1 ≒ Out 2 ゼロ点調整
にて実施 タイトシャット重視 Out 1 = 0、 Out 2 ≒ 供給圧力 

                                         
(4) ロータリーバルブで締切時のトルクの大きいものはトルクが急激に小さくなる 5～10%のと

ころでゼロ点調整を行うと楽です。（図 6．12） 

 

図 6．12 
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６．６ レンジ調整 
 

(1) 入力信号 0%のとき、駆動部ストロークが 0%、入力信号 100%のとき、駆動部ストロークが

100%の位置になるようレンジ調整を行います（駆動部の 100%または 0%の位置にストッパー

または、弁シートがある場合は 10%～90%または 25%～75%の位置で調整するようにします）。 
 

 

図 6．13 レンジアジャストメントユニット 
 

(2) 入力信号 0%, 10%または 50%のとき、前項のゼロ点調整にしたがって、ゼロ点合わせを行

います。 
(3) 入力信号 100%を印加したとき、駆動部ストロークが 100%にあるかをチェックします。 
 オーバーレンジのときは、入力信号が 100%になる前にストロークが 100%に到達してしまいま

すので、入力信号を徐々に印加しながら信号量とストローク量とをチェックしてください。 

(4) レンジアジャスタには 印がマークされています。大きな矢印はレンジを増す方向、小

さい矢印はレンジを縮めたい方向を表示しています。 
(5) レンジ調整はマイナスドライバーでローラ軸を少し緩めてから左右に移動して行います。 
  ローラ軸を緩めたドライバーは、そのままローラ軸を押し付けるような状態で、片方の指で

レンジアジャスタを動かし、再びロックします。あまり緩めすぎますと、ローラ軸が傾きます

ので、ストロークがゼロシフトし調整量がわからなくなりますのでご注意ください。 
(6) レンジ調整はゼロ点調整と交互に行ってください。 
(7) レンジアジャスタを大幅に移動しても、レンジ調整ができないときは、フィードバックレバ

ーの伝達ピンの位置をチェックします。 
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(8) スプリットレンジの場合は、ローラ軸をいったん取外してレンジアジャスタのギアーの噛み

合わせ位置を 1/2 マークの位置に付けなおしてから前述の調整を行います。 

 
図 6．14 スプリットレンジへの変更 
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６．７ シートアジャスタの調整 
 

(1) シートアジャスタは、出力圧力のバランス圧力を調整するもので、通常は出荷時に調整され

ていますので、特に調整の必要はありません。この調整によって次のような現象が改善されま

す。 
    バランス点を高めることでハンチング現象を低減する。 
    バランス点をずらすことでヒスを減少する。 
    バランス点の変更で空気消費量を低減する。 
 

 

 
 
バランス点 高圧バランス(0.85～0.95PS) 
 
 
 
 
バランス点 中間バランス(0.75～0.80PS) 
 
 
 
 
低圧バランス(0.5～0.6 PS) 
 
          PS=供給空気圧 

図 6．15 バランス圧力の調整 
(2) 駆動部が中間位置(OPEN, SHUTの両

端以外のポイントならどこでも可)でバ

ランスするよう、入力信号を適当に印加

し、バランス点のシリンダ内の圧力をチ

ェックします。 
(3) 最適バランス圧力は使用されるシリ

ンダ・パッキンの特性や弁の特性等によ

って異なりますが、一般的には供給圧力

の 50～95%位です。低圧の場合 50%～

60%位に設定されるものもありますが、

弊社の出荷製品は 75%前後に調整され

ています。 

 
このねじは常時固定のまま 
にしてシートアジャスタ 
を調整します。 

図 6．16 シートアジャスタの調整 
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 シートアジャスタの調整は、弊社サービスに調整の要否確認の上実施してください。ポジシ

ョナの出力圧力 OUT1 及び OUT2 をプラグ等で塞ぎ、出力圧力がバランスするように入力信号

を適当に変化させ、バランス圧力をチェックします。駆動部に配管されたままでの調整は、駆

動部によっては正しく調整することが困難な場合があります。 

 

(4) バランス圧力が低すぎる場合、ポジショナと駆動部間の空気漏れをチェックしてください。

漏れが無いことを確認した上で、シートアジャスタを反時計方向に少し（1/8 回転位）回して、

入力信号を少し（±10%位）変化させて調整後のバランス圧力を確かめます。 
(5) バランス圧力がまだ低い場合は同様の調整を繰り返します。高い場合はシートアジャスタを

反対に回します。 
(6) ピストン両サイドの圧力室の有効面積が違う場合や、片側にスプリングが挿入されている場

合、またピストンに負荷がかかっている場合等は OUT 1, OUT 2 の圧力は少し差がでます。こ

の場合、高いほうの圧力を基準に調整します。 
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６．８ リニアリティの調整 
 

(1) リニアリティが正確に出ない理由として、次のことが上げられます。 
(a) 信号 50%のとき A,B レバーが平行で、かつポジショナ取付面が直角にセットされていない

場合。 
(b) 伝達ピンが摺動する長溝穴がピン径より大きく真の平行が出ていない場合。 
(c) レバーおよびカムのはめあい穴のガタによる位置ずれ。 

(2) 前項(a)の場合の調整の仕方 
(a) 駆動部を手動で 50%の位置にセットし、このとき A.B レバーが平行になるよう、B レバー

のクランプでセットします。 
(b) このとき、カムの 50%基線の延長上にベアリング軸心があることをチェックします。軸  
心上にない場合は(4)にしたがい調整します。 

(c) 次にベース裏面と A レバーが直角になっていることを確認します。直角が出ていないとき

は次の方法で修正してください。 
 

 

 

 
図 6．17 リニアリティの調整 
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(3) 前項が満足されてもリニアリティが出ないときは次の点をチェックして修正します。 
  伝達ピンが摺動する長溝穴がピン径より大きい場合は見かけ上A, Bレバーが平行でも真の平

行でないことになりますので、このような場合、入力信号を 50%より少なめの 49%にセット

して A, B レバーが平行になるようにセットします。 
(4) A レバーをベース裏面に直角にしたとき、カムが 50%基線上にない場合は次のように修正し

ます。 
A レバーの四角穴またはカムの八角穴のガタによって位置がずれてしまうことがありますの

で、固定ねじおよびナットを一度緩めてガタ分をずらして再び固定します。 
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６．９ 作動の変更（GV□□/HG□□ グローブ弁の例） 
 

(1) シリンダアクチェータの変更 
  アクチェータを分解し、ピストンとスプリングの上下の位置を入れ換えます（詳しくは取扱

い説明書『VEH-0001 GV□□/HG□□』をご参照ください。 
 

(2) ポジショナカムおよび配管変更 
  作動変更にともないカムレバーユニットの組合せおよびポジショナ OUT 1, OUT 2 からシリ

ンダ接続口への配管が変更になります。 
① 変更方法 

 

        AIR TO CLOSE (正作動)                   Air TO OPEN (逆作動) 
 

② 変更手順：1.  OUT 1 と OUT 2 の配管を入れ換える。 
2. カムを裏返して付けかえる。 

         例  C1-LD        C1-LR 
 

                        同一記号     異なる 
3. 零調整とスパン調整をする。 
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７． 定期点検 
 

７．１ チェック箇所と点検周期 
 

  下の定期点検周期表に基づいて各ユニットの点検を行ってください。定期的に保守点検する

ことによって、事故の発生率を下げ、本器の耐用年数をより一層伸ばすことができます。 
 

ユニット名 チェック箇所 
定期点検周期（年） チェック概要 

1 2 3 4 5 

ベース＆ 

カバー 

給気圧力用フィルタ

ー 

圧力計 

カバーパッキン 

◇ 
○ 

 

○ 
◇ 
○ 
○ 

 

○ 
◇ 
■ 
■ 

ゴミ 

指示誤差等劣化 

劣化 

パイロット 

リレー 

固定絞り 

ダイヤフラム 

O-リング 

○ ○   ○ 
○ 
○ 

汚れ 

破損、劣化 

劣化 

ゼロ＆レンジ 

アジャストメント 

軸受部分 

ベアリング 

ゼロ調帯板 

△  △ 
○ 

 △ 
○ 
○ 

グリスアップ 

破損、劣化 

劣化 

カム＆ 

レバー 

カム面 

カム軸受、スプリング 

伝達ピン 

カムシャフトパッキン 

 

△ 
○ 

  

△ 
○ 
○ 

 ○ 
△ 
○ 
■ 

摩耗 

摩耗、グリスアップ 

摩耗 

劣化 

シグナリカプセル 支点板バネ 

ダイヤフラム 

Ｏ－リング 

ノズル、フラッパ 

 
 
 

◇ 

  
 
 

◇ 

 ○ 
○ 
○ 
◇ 

ねじの緩み 

破損、劣化 

劣化 

汚れ、摩耗 

 
              ○ チェック（不良品は交換） ◇ チェック＆清掃 
           ■ 交換           △ チェック＆グリスアップ 
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７．２ 点検方法 
 

(1) ベース＆カバーユニット 
① 給気圧力フィルター 
  SUPPLY と表示されている接続口の奥に金網が装着されています。シルテープや、切粉等の

塵埃がありましたら、ピンセット等で清掃してください。 
② カバーパッキン 
  パッキンが劣化しますと指で触れると黒く汚れがつきます。また、クラックが入ったり、弾

性もなくなります。このような場合は交換して下さい。 
 

(2) パイロットリレーユニット 
① 固定絞り ASS’Y 
    固定絞りはノズルへ空気圧を導くための重要なオリフィスです。目詰まりをおこしていると、

ノズル背圧が正しくかからなくなります。 
  パイロットリレーユニットから固定絞り ASS’Y を取外し、汚れているオリフィスをφ0.3 の

ピアノ線等で清掃してください。その後、清掃エアーにてきれいにします。 
  清掃が終わった後、元の位置へねじ込みます。このとき O-リングがパイロットリレーユニッ

トのボディ内にきちんと入るよう注意してください。 

 

図 7．1 パイロットリレーユニット 
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② ダイヤフラムおよび O-リング 
 

 
図 7．2 パイロットリレーユニット分解図 

 

  スタビライザースプリングを取外します。 
  取付ねじ 4 本をプラスドライバーでベースユニットから取外します。 
  O-リング（大）４個、（中）1 個、（小）１個合計６個の O-リングが付いています。取付けの

際は、付け忘れないよう充分注意してください。 
  ダイヤフラム固定ねじ 4 本を取外しますと、図 7.2 のように分解します。ダイヤフラムのコ

ンボリューション部の付根がダイヤフラムプレートと接触して摩耗がひどい場合はユニットご

と交換して下さい。 
  スプール用 O-リングが特に劣化していない場合は、グリスアップして使用してください（ダ

ウコーニング 55M 相当品を塗布してください）。 
  ユニット分解後の組立はセンターを良く出して組み付けてください。曲げて組立てますと、

寿命が縮みますので、ご注意ください。 
  ユニット取付け後、スタビライザースプリングを取付けて完了です。 
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(3) ゼロ＆レンジアジャストメントユニット 
① 軸受部分 
  フィードバックスプリングを帯板から外します。スプリングが外しにくい場合、ゼロアジャ

ストメントノブを反時計方向に回して張力を緩めれば簡単にできます。 
  クリップを取外しますと、アームは上方に抜くことができます。 
  軸受部分にグリスアップをしますと耐久性が増します。 
  ニチモリ TC-5 相当品グリスをおすすめします。 

 
 

図 7.3 ゼロアジャストメントユニット    図 7.4 レンジアジャストメントユニット 
 

② ベアリング 
  ベアリングが破損していないかチェックしてください。またベアリング軸が抜け出ていない

かもチェックしてください。 
 

③ ゼロ調帯板 
  ゼロ調帯板に亀裂が入っていないかチェックしてください。 

 

 点検後、クリップ、フィードバックスプリングを元通り取付けて完了です。スプリング装着

時帯板を傷めないようご注意ください。 
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(4) カム＆レバーユニット 
  取付ねじ（2 本）をプラスドライバーでベースユニットから取外します。 
① カム面 
  カム面の摺動摩耗をチェックしてください。異常摩耗の場合、レンジアジャストメントユニ

ットのベアリングも破損していると思われますので、相手ユニットも合わせて交換して下さい。 
② カム軸受 
  軸受の摩耗によってガタが大きくなっていないかチェックします。 
  グリスが乾いていたら、グリスアップします。グリスはニチモリ TC-5 相当品をおすすめし

ます。 
③ スプリング 
  スプリングにはグリスを塗布してください。グリスはニチモリ TC-5 相当品をおすすめしま

す。 
④ 伝達ピン 
  伝達ピンの摩耗状況をチェックしてください。相手側のレバー溝も同時にチェックします。 
  振動の激しい弁の場合、伝達ピンとレバー溝にグリスを塗布しますと、磨耗が低減します。 
⑤ カムシャフトパッキン 
  クラックが入ったり、弾性が失われている場合は、交換して下さい。A レバーを取外して交

換します。 
  パッキン交換の際、シャフトにグリスアップしてください。 

 
図 7.5 カム＆レバーユニット 

 

 取付の際、ユニットを裏返しに取付けないようご注意ください。 
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(5) シグナルカプセルユニット 
① ユニットの取外し 
  スタビライザースプリングとフィードバックスプリングを取外します。 
  取付け小ねじ 3 本(M5, M4, M3 各 1)をプラスドライバーにてベースユニットから取外します。 
  O-リングが 2 個ありますので、交換の際、付け忘れのないよう充分注意してください。 

 
図 7.6 シグナルカプセルユニットの取外し 

② 支点板ばね  
  支点板ばね固定ねじが振動等によって緩んでいないかチェックします。（増締めする） 
  このねじを緩めますと、ノズル、フラッパの位置が狂ってしまいますので、注意してくださ

い。 
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③ ダイヤフラム 
  フラッパホルダー側の帯板ねじ（1 本）、ダイヤフラム固定ねじ（4 本）を取外しますと、図

7．7 のように分解できます。 
  ダイヤフラムのコンボリューション部の付根が、ダイヤフラムプレートと接触して摩耗がひ

どい場合、ユニットごと交換してください。 
  分解後の組立はダイヤフラム支持板の向きを間違えないよう行ってください。ダイヤフラム

ASS’Y はセンターを良く出して組み付けてください。 
④ O-リング 
  O-リングにクラックが入る等、劣化症状が見られる場合は交換してください。 
⑤ ノズル、フラッパ 
  ノズルから絶えず微量の空気が吹き出していますので、長時間には黒いカーボン状のダスト

が付着します。中性洗剤を噴霧して薄い紙等を間に挟んで清掃します。無理な力をかけますと

調整が狂いますので、ご注意ください。（空気圧をかけた状態で行ってください）。 
⑥ シグナルカプセルユニットの分解と逆の手順で組立ててください。 
 

 

図 7．7 シグナルカプセルユニットの分解、点検 
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８． 故障対策 
 

８．１ 動作原理 
 

(1)  XP10□-S1 単動形 
   入力信号がシグナルカプセル(1P)に印加されると、支点バネ(3)を中心にスプリングホルダー

(6P)が A 矢印方向に動きます。この動きによって、フラッパ(5)はノズル(4)から引き離され、

ノズル背圧室(12)の圧力が低下し、圧力室(11)とのバランスがくずれて、リレースプール(13)
がポート(15)を押し開き OUT 1 の出力はダイヤフラムモータに導入され、ステム(19)が下降し

ます。 
   この動きをフィードバックレバー(20,21)、カム(22)、アジャストメント(24,27)、に伝達し、

フィーバックスプリング(7)を引き伸ばし、スプリングの張力とシグナルカプセル(1P)の吸引力

とが平衡するまで動きます。したがって、入力信号に比例したステム(19)の変化が得られます。 
                       供給圧力 

 
                     ）（固定絞り 
 
入力信号 シグナル           ノズル           パイロット    アクチェータ        ステム動作 
INPUT    カプセル          フラッパ     リレー                 OUTPUT 
 
 
                   
                  スタビライザー 
                       スプリング 
 
 
 
                  フィードバック   レンジ＆ゼロ      カム   フィードバック 
                  スプリング     アジャストメント         レバー 
 
 

図 8.1 作動原理のブロック線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

VEH-0009-4 



36 
 

 
 

 
1P シグナルカプセル 15 ポート 
2P ダイヤフラム 26 固定絞り 
3 支点バネ 17 A/M セレクタ 
4 ノズル 18D ダイヤフラムモータ 
5 フラッパ 29 ステム 

6P スプリングホルダー 20 フィードバックレバーA 
7 フィードバックスプリング 21 フィードバックレバーB 
8 スタビライザースプリング 22 カム 
9 排気口 23 ベアリング 

10 ダイヤフラム 24 レンジアジャストメント 
11 圧力室 25 レンジアジャスタ 
12 ノズル背圧室 26 ローラ軸 
13 リレースプール 27 ゼロアジャストメント 
14 パイロットリレー 28 ゼロ調 

  29 チャタリング防止用絞り 
図 8.2 単動形の動作原理 
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(2)  XP10□-D1/2 複動形 

入力信号がシグナルカプセル(1P)に印加されると、支点バネ(3)を中心にスプリングホルダー 
(6P) が A 矢印方向に動きます。この動きによって、フラッパ(5)はノズル(4)から引き離され、

ノズル背圧室(12)の圧力が低下し、圧力室(11)とのバランスがくずれて、リレースプール(13)
がポート(15a)を押し開くと同時にポート B(15b)もリレースプール(13)の先端より離れます。

この動きにより OUT 1 の出力は下部シリンダ室(18a)へ、上部シリンダ室(18b)は排気口へつな

がりステム(19)が上昇します。 
この動きをフィードバックレバー(20,21)、カム(22)、アジャストメント(24,27)に伝達してフィ

ーバックスプリング(7)を引き伸ばし、スプリングの張力とシグナルカプセル(1P) の出力とが

平衡するまで動きます。したがって、入力電流に比例したステム(19 の変化が得られます。 
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1P シグナルカプセル 16 固定絞り 
2P ダイヤフラム 18C シリンダ 
3 支点バネ 18b 上部シリンダ室 
4 ノズル 18a 下部シリンダ室 
5 フラッパ 19 ステム 

6P スプリングホルダー 20 フィードバックレバーA 
7 フィードバックスプリング 21 フィードバックレバーB 
8 スタビライザースプリング 22 カム 
9 排気口 23 ベアリング 

10 ダイヤフラム 24 レンジアジャストメント 
11 圧力室 25 レンジアジャスタ 
12 ノズル背圧室 26 ローラー軸 
13 リレースプール 27 ゼロアジャストメント 
14 パイロットリレー 28 ゼロ調 
15a ポート A 29 シートアジャスタ 
15b ポート B 30 チャタリング防止用絞り 

図 8.4 複動形の動作原理 
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８．２ 入力信号を変化しても動作しない場合 
 

症  状 

 

フラッパホルダーを

手で動かすと出力圧

力は正常に動作す

る。 

 

フラッパホルダーを

手で動かしフラッパ

を閉じても OUT 1 の

圧力は上昇したまま

下降しない 

 
 
 
 

フラッパホルダーを

手で動かしてフラッ

パを開けても OUT 1
の圧力は上昇しない 

 

 原  因 

 

シグナルカプセルのダイ

ヤフラム破損 

フィードバックレバーの

緩みまたは取り付け不良 

 

固定絞りの目詰まり 
クリーナの固定絞りの 
目詰まり 

A/M セレクタからの漏れ 

フラッパのあたり不良ま

たは傷 
 

 

供給圧力が低いまたは 
供給圧力がきていない 
 

ノズルの詰まり 
 
 

パイロットリレーの故障 
 

 

 処  理 

 

ユニットを交換す

る。 

締め付ける 
正しく取付ける 

 

清掃または交換する 
クリーナノブを指で

押す 

矢印A方向に締付け

る 

フラッパの当たりを

修正またはユニット

を交換する 

 

圧力計の指示誤差は

交換 
減圧弁チェック 

ノズル、フラッパを

清掃するか、ユニッ

トを交換する 

ユニットを交換する 
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８．３ 正常な動作をしない場合 
 

症  状 

 
ゼロ位置がずれて作動

する 

 
 
 
 
 
ストロークが違って作

動する 
 
 
 
 
 
 
 

作動がスムースでない 
 
 
 
 
 

リニアリティが悪い 

 
 
 
 

応答速度が遅い 
（往復とも遅い） 

 
 
 
片側の応答速度が極端

に遅い 
（OUT 1 の圧力上昇が

遅い） 
 

 原  因 

 
フィードバックレバー連結部

の緩み 

カバー外部の鉄材の影響 
 

ベアリングの破損 
 

 
伝達ピンの位置ずれ 
 
カムの位置ずれ 
 
レンジアジャスタのローラ軸

の緩み 

 
締付ねじ類の緩み 
 
ベアリングの破損 
 
カムシャフトの摩耗 
 

 
 
フィードバックレバーの取付

位置ずれ 

カムの摩耗 
 

 
給気口入口スクリーンの目詰

まり 
フィルター付減圧弁のフィル

ター目詰まり 
 

A/M セレクタが完全に閉まっ

ていない 

固定絞りの目詰まり 
 
ノズルフラッパのあたり不良 

 

 処  理 

 
締めなおし、再調整する 
 

鉄材を取り除き、再調整

する 

ユニット交換後、再調整

する 

 
締めなおし、再調整する 
 
締めなおし、再調整する 
 
締めなおし、再調整する 
 

 
締めなおし、再調整する 
 
ユニット交換後、再調整

する 
摩耗によってガタが大

きいときには交換する 
 
 
正しく付けなおす 
 

カムを交換し、再調整す

る 

 
清掃する 
 
フィルターを交換する 
 

 

矢印 A 方向に回す 
 

清掃または交換する 
 
ユニット交換する 
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８．４ 特性が良くない場合 
 

症  状 

 
周期の速いハンチング 

 

 
周期の遅いハンチング 

 
 
 
 
 
 
 

オーバーシュート 

 

 

ジャンピング動作 

 

 

ノッキング動作 

 
 

 

 

逆ヒスが大きい 

 

 

感度が悪い 

 
 

 原  因 

 
固定絞りが詰まりかけている 
 
 

 

駆動部の剛性が足らない 
 

グランドパッキンの摩擦が大

きい 
 
パイロットリレーのバランス

圧力が低すぎる 
 

パイロットリレーのバランス

圧力が低い 

フィードバック回路の伝達遅

れ 
 
 
駆動部のトルク不足 
 

 
 
 

パイロットリレーのバランス

圧力が低い 

駆動部の不良 
 

供給圧力の容量不足 SUP フィ

ルターの目詰まり 
 

フィードバック回路の摩擦 
 

バランス圧力の調整ずれ 
 

 
 

バランス圧力の調整ずれ 
 

ノズフラッパの傷、汚れ、位置

ずれ 
 

 処  理 

 
清掃または交換する 
 
 

 

駆動部をサイズアップ

する 

グランドパッキンの交換

または､駆動部のサイズ

アップ 
シートアジャスタを回

して調整する 
 

シートアジャスタを回

して調整する 

摩擦、ガタをチェックし

て処置する 
 
 
駆動部をサイズアップ

する 
 
 
 

シートアジャスタを回

して調整する 

マニュアルに切換えて

チェック、修理する 

減圧弁を大きくする 
清掃する 

 

ねじの緩みは締める 
摩耗品は交換する 

適性値に調整する 
 

 
 

適性値に調整する 
 

ユニットを交換する 
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本社/東京営業所  043-299-1773   〒261-8577  千葉県千葉市美浜区中瀬 1-10-1（KITZ ビル 7F） 

 

株式会社 キッツエンジニアリングサービス 

本社/ 京浜サービスセンター  047-452-0585  〒275-0024  千葉県習志野市茜浜 1-7-59 

 鹿島サービスセンター(本社内) 047-452-0585    〒275-0024  千葉県習志野市茜浜 1-7-59 

 名古屋サービスセンター 052-627-1390 〒476-0002 愛知県東海市名和町三番割上 5-1 

 阪神サービスセンター 072-994-4308 〒581-0042 大阪府八尾市南木の本 8-20 

 徳山サービスセンター 0834-32-0337 〒745-0851 山口県周南市浦山 1-1-5 

 

横河ソリューションサービス株式会社 

本     社   0422-52-0439   〒180-8750   東京都武蔵野市中町 2-9-32 
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